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図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

1 : 1 0 0 0

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

1 / 1 1

平 面 図

本工事施工箇所

平面図

工
事
起
点

工事延長　L=107.0m

工
事
終
点

表示部据付･調整 N=1箇所

標識板設置 N=1基

支柱設置 N=1箇所

支柱基礎 N=1箇所

D種接地 N=1箇所

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ工(一般部) L=1.2m

【南向き冠水表示部】

溶融式区間線(矢印) N=4箇所

水位検出部据付･調整 N=1箇所

支柱設置 N=1箇所

支柱基礎 N=1箇所

D種接地 N=1箇所

【水位検出部】

表示部据付･調整 N=1箇所

支柱設置 N=1箇所

支柱基礎 N=1箇所

D種接地 N=1箇所

【北向き冠水表示部】

(歩道復旧)

歩道部試掘 N=3箇所　　仮舗装 A=9.7m2　　構造物撤去工 1式　　

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ工(段差部) L=1.2m

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工 A=4.0m2

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ工(一般部) L=2.4m

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工 A=3.3m2

(歩道復旧)

境界ﾌﾞﾛｯｸ L=1.8m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ工(一般部) L=2.4m

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工 A=2.4m2

(歩道復旧)

円町交差点

(既設標識柱撤去位置)



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

2 / 1 1

システム系統図

システム系統図

（受信）無線ＢＯＸ

プリカ-#30

アース

入力

G-22

AC100V

プリカ-#24

ＶＣＴＦ
□0.5×6心

表示機側
中継BOX

ＶＣＴＦ
□1.25×6心

ＶＣＴＦ
□0.5×4心

プリカ-#30

プリカ-#30

北向き冠水表示部

入力
AC100V

アース

（送信）
無線ＢＯＸ

G-22

CVV □1.25－３心

信号線

水位検出装置

プリカ-#30

ＶＣＴＦ
□0.5×6心

プリカ-#24

無線ＢＯＸ

プリカ-#30

アース

入力

G-22

AC100V

プリカ-#24

ＶＣＴＦ
□0.5×6心

表示機側
中継BOX

ＶＣＴＦ
□1.25×6心

ＶＣＴＦ
□0.5×4心

プリカ-#30

プリカ-#30

南向き冠水表示部

（受信）

(無停電電源付)

冠水制御ＢＯＸ

水位検出部

※ VCTFケーブル,CVVケーブルは、各機器に付属する。



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

3 / 1 1

単線結線図

単線結線図

無停電電源装置

１φ　２Ｗ　１００Ｖ

ＳＰＤ
LT332S

２０ＶＡ

ＵＰＳ
３５Ａ

0.1 ＶＡ

サービス

コンセント

冠水制御ＢＯＸ

ＳＷ
電源

＋２４Ｖ

（１ＶＡ）

制御部

無線ＢＯＸ

マトリックス

ＬＥＤ表示部

１２０ＶＡ

SPD SG-Z12

SPD LT33

０．１ＶＡ

ＥＬＢ　　２Ｐ　２Ｅ

１０Ａ（３０ｍＡ）

１φ　２Ｗ　１００Ｖ

センサー一体型
３ＶＡ

SPD SG-Z12

表示機本体

制御部

＋５Ｖ＋１２Ｖ

ＳＷ
電源

ＳＷ
電源

０．１ＶＡ

ＥＬＢ ２Ｐ １Ｅ

１０Ａ（３０ｍＡ）

３．０ＶＡ

自動通報装置冠水制御部

２ＶＡ

（26.1VA）

Ｄ種接地

耐雷アース　

筐体アース

筐体アース

Ｅ

Ｅ

LED 回転灯 

９　ＶＡ

（133.2VA）

ＳＷ
電源

＋２４Ｖ

（１ＶＡ）

制御部

無線ＢＯＸ

表示機側中継BOX

北向き冠水表示部

マトリックス

ＬＥＤ表示部

１２０ＶＡ

SPD SG-Z12

SPD LT33

０．１ＶＡ

ＥＬＢ　　２Ｐ　２Ｅ

１０Ａ（３０ｍＡ）

１φ　２Ｗ　１００Ｖ

センサー一体型
３ＶＡ

SPD SG-Z12

表示機本体

制御部

＋５Ｖ＋１２Ｖ

ＳＷ
電源

ＳＷ
電源

０．１ＶＡ

筐体アース

筐体アース

Ｅ

Ｅ

LED 回転灯 

９　ＶＡ

（133.2VA）

ＳＷ
電源

＋２４Ｖ

（１ＶＡ）

制御部

無線ＢＯＸ

表示機側中継BOX

南向き冠水表示部

水位検出部



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

4 / 1 1

施工図・構造図(1)

施工図・構造図(1)

個数備考名　称NO. 規　格

1

1

表示機本体 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

表示機付属品T-80(400-100),ｱﾙﾐ･BR

KED33-4S電 光表 示機

1
腕 木 ( φ 1 1 4 . 3 × ｔ 4 . 5 × 2 6 5 0 )

 8

支 柱 ( φ 1 9 0 . 7 × ｔ 5 . 3 × 6 0 0 0 )

Ｔ バー 金具

M-BOX(R),ﾊﾞﾝﾄﾞ付

中継BOX本体

無線BOX本体

1

1

2

無線 B O X ( 受 信用 )

100

1500 1500

G . L .

2650

3000

250200
1

25
00

3

4

10
00

2

55
00

20
0

L E D 回転 灯 ( 赤色 ) 　 VL17M-100-AR,金具付 表示機付属品

7

5商用電源
AC100V

45
0

50
00

以
上

30
0

60
00

35
00

Ｇ－＃２８Ｇ－＃２８

Ｇ－＃２２

点検口

φ190.7×t5.3

個数

1

金 属 製可 とう 電線 管

防 水型 ユニ オン ボッ クス コネ クタ

丸 形ア ース 棒・ リー ド端 子

ア ー ス 線

E-B3 φ10×1000㎜,E-B10 φ10用×500mm

IV-1.6㎜

30㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

30㎜（厚鋼用）

1

金 属 製可 とう 電線 管

防 水型 ユニ オン ボッ クス コネ クタ

24㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

24㎜（厚鋼用）

3

3

1

1

1

引 込用 フ ック ・バ ンド 6×300mmDV線用,IBT208

電 源 ケー ブル 1

1

1

14-M22×350×700

表示 機側中 継 B O X HJO-BOX-2828,ﾊﾞﾝﾄﾞ付

Lﾍﾞｰ ｽ式,S TK 5 00 ,

VVF2.0mm-2C

支柱本体

1規制 標 識共 架金 具 76.3φ支柱・共架金具・ﾊﾞﾝﾄﾞ付 支柱付属品

備考名　称 規　格

3m

0.6m

0.6m

5m

南向き冠水表示部

設備機器・支柱一覧

主要材料一覧

※上記 以外 に、 現場 に合 わせ て資材 を変 更・ 追加 する 場合が ある 。

アンカーフレーム

４－Ｍ２２×７００Ｄ種接地

6

規 制標 識板 (最 高速 度 ) 1φ600,ｶﾌﾟｾﾙ1.5倍,ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

規 制標 識板 (転 回禁 止 ) 1φ600,ｶﾌﾟｾﾙ1.5倍,ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

補 助標 識板 (区 域内 ) 1180×600,封入1.0倍,ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

φ114.3×t4.5

※ 型式・型番が記載されているものは同等品以上とする。

溶融亜鉛メッキ後塗装仕上げ ダークブラウン(1 0 Y R 2 . 0 / 1 . 0 )  

ア ンカ ーフ レー ム

8



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

5 / 1 1

施工図・構造図(2)

施工図・構造図(2)

100

1500 1500

G . L .

2650

3000

250200

φ114.3×t4.5

1

25
00

3

10
00

2

55
00

20
0

7

5

点検口

商用電源
AC100V

45
0

50
00

以
上

30
0

60
00

Ｇ－＃２８Ｇ－＃２８

Ｇ－＃２２

4

φ190.7×t5.3

個数備考名　称NO. 規　格

1

1

表示機本体 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

表示機付属品T-80(400-100),ｱﾙﾐ･BR

KED33-4S電光 表 示機

Ｔバ ー 金具

M-BOX(R),ﾊﾞﾝﾄﾞ付

中継BOX本体

無線BOX本体

1

1

2

無線 B O X ( 受信 用 )

L E D 回転灯 ( 赤色 ) 　 VL17M-100-AR,金具付 表示機付属品

表示機 側中 継 B O X HJO-BOX-2828,ﾊﾞﾝﾄﾞ付

個数

1

金 属製 可と う電 線管

防 水型 ユニ オンボ ック スコ ネク タ

丸 形ア ース 棒・ リー ド端 子

ア ース 線

E-B3 φ10×1000㎜,E-B10 φ10用×500mm

IV-1.6㎜

30㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

30㎜（厚鋼用）

1

金 属製 可と う電 線管

防 水型 ユニ オンボ ック スコ ネク タ

24㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

24㎜（厚鋼用）

3

3

1

1

1

引 込用 フッ ク・ バン ド 6×300mmDV線用,IBT208

電 源ケ ーブ ル 1

1

1VVF2.0mm-2C

備考名　称 規　格

3m

0.6m

0.6m

5m

北向き冠水表示部

設備機器・支柱一覧

主要材料一覧

※上 記以 外に 、現場 に合 わせ て資 材を 変更 ・追加 する 場合 があ る。

アンカーフレーム

４－Ｍ２２×７００Ｄ種接地

6

※ 型式・型番が記載されているものは同等品以上とする。

14-M22×350×700アン カー フレ ーム

1
腕 木 ( φ 1 1 4 . 3 × ｔ 4 . 5 × 2 6 5 0 )

支 柱 ( φ 1 9 0 . 7 × ｔ 5 . 3 × 6 0 0 0 ) L ﾍﾞ ｰｽ式,S TK 50 0,
支柱本体

溶融亜鉛メッキ後塗装仕上げ ダークブラウン(1 0 Y R 2 . 0 / 1 . 0 )  



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

6 / 1 1

施工図・構造図(3)

施工図・構造図(3)
Ｄ種接地

1

φ114.3×t4.5

500

12
25

10
75

10
00

アンカーフレーム

４－Ｍ２２×７００

53
00

G.L.
10

00

50
0

20
0

23
00

20
00

30
0

76.3

180

開口部

2

3

商用電源
AC100V

NO.

 1 冠水 制 御Ｂ ＯＸ KS-BOX,ﾊﾞﾝﾄﾞ付 1

1無線 B O X ( 送 信用 ) MT-BOX,ﾊﾞﾝﾄﾞ付

支 柱 ( φ 1 1 4 . 3 × ｔ 4 . 5 × 5 3 0 0 ) 1
Lﾍﾞｰ ｽ式,ST K500

1水 位検 出装 置 KS-PP(76.3φUﾊﾞﾝﾄﾞ×2),SUS素地

 2

 3

 4

個数備考名　称 規　格

1アン カー フ レー ム 4-M22×300×700

制御BOX本体

検出装置本体

無線BOX本体

支柱本体

個数

1

金 属製 可と う 電線 管

防 水型 ユニ オン ボッ クス コネ クタ

丸 形ア ース 棒・ リー ド端 子

ア ー ス線

E-B3 φ10×1000㎜,E-B10 φ10用×500mm

IV-1.6㎜

30㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

30㎜（厚鋼用）

1

金 属製 可と う 電線 管

防 水型 ユニ オン ボッ クス コネ クタ

24㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

24㎜（厚鋼用）

2

2

1

1

1

引 込用 フッ ク・ バ ンド 6×300mmDV線用,IBT206

電 源 ケー ブル 1

1

1VVF2.0mm-2C

備考名　称 規　格

3m

0.6m

0.7m

6m

水位検出部 設備機器・支柱一覧

主要材料一覧

※上 記以外 に、 現場 に合 わせ て資 材を変 更・ 追加 する 場合 がある 。

4

※ 別途工事によりLTE遠方監視通信装置盤の設置を予定している。

溶融亜鉛メッキ後塗装仕上げ ダークブラウン(1 0 Y R 2 . 0 / 1 . 0 )  

※ 型式・型番が記載されているものは同等品以上とする。



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度
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構　造　図(1)

構造図(1)

330

33
0

1500
11

0
55

45
0

43
0

20

13
0

60

通行止　接点入力時

冠 水 注 意

注意　接点入力時

通  行  止

 冠　水 

⇔

1510

750 380380

φ170

WBG-#30-28

1．仕様概要

(1) 表示文字素子 φ５超高輝度LED
(2) 表示素子色 橙単色
(3) 表示素子輝度 ４５００ ｍｃｄ
(4) 電　源 単相 AC１００V ±１０％　　５０／６０ Hz
(5) 消費電力 最大１３０ VA　以下　(回転灯含む)

2．周囲条件

(1) 温　度  －２０℃～　６０℃　（氷結しないこと）
(2) 湿　度 　　５％～９５％　　Rh 　（結露なきこと）
(3) 設置場所 屋外

3．機能・性能

(1) 表　示  最大 8 チャンネル
(2) 表示モード 通常表示　-冠水注意表示-冠水通行止表示
(3) 点滅速度 ５ 段階可変
(4) 輝度調整 自動調光　　　　　　　　　　　　　
(5) 外部出力 ２ 系統－冠水注意/冠水通行止
(6) 外部入力 ２ 系統－冠水注意/冠水通行止
(7) 回転灯 冠水注意/冠水通行止モード時、点灯

4．構造

(1) 外観寸法  横幅　１５１０ ㎜　×高さ　４５０ ㎜　×奥行　１４０ ㎜
※突起物を除く

(2) 筐　体 アルミニウム合金板
板厚　t=2.0㎜

(3) 塗　装 ウレタン焼き付け塗装
ブラウン色　マンセル値10YR2/1

(4) 重　量  ３７ Ｋｇ　(表示機のみ)

5．規格

(1) 文字表示部 　 (マトリックス)
(ｱ)　ドット配列 １６×１６ ドット
(ｲ)　ドット構成 １ドット ４ ＬＥＤ
(ｳ)　パネルサイズ 縦３３０ ㎜×横３３０ ㎜
(ｴ)　表示文字数  横　４ 文字 

6．回転灯 ×1個

(1) LED φ5　超高輝度　赤色
(2) 消費電力 9 VA　
(3) 外観寸法 φ１７０ ㎜　×高さ　１６５ ㎜　
(4) 重　量 １．０ Ｋｇ

冠水表示機

表示機本体

高ﾘﾌﾞ

VL17M-100-AR

※ 型式・型番が記載されているものは同等品以上とする。
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道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度
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構造図(2)

構　造　図(2)

500

12
00

25

12
25

200

50
40

0
30

0
40

0

仕様

電　源
冠水感知制御

単相　ＡＣ１００Ｖ±１０％　　５０／６０Ｈｚ
３線式スイッチ内蔵

＋ｱｰｽ線

商用電源AC100V WBG-#30-28

WBG-#30-28

WBG-#24-22

出力容量

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間

最大電流

外観寸法

重量

塗　装

材　質

消費電力

２０分以上 （制御部のみ）

交流出力　３５０ＶＡ／２１０Ｗ

交流入力　　４．８Ａ　

　　４１Ｋｇ

アルミ　鋼板　ｔ＝２㎜

無
停
電
装
置

ウレタン焼き付け塗装　（ﾏﾝｾﾙ値 10YR2/1 半ツヤ）

５００Ｗ×１２２５Ｈ(屋根込み)×２００Ｄ（㎜）

３１ＶＡ

冠水制御BOX(無停電)

単相AC100V±10％ 50/60Hz

スイッチング電源仕様

仕様

電　　　源

アルミ鋼板　　（t＝2.0㎜）

(突起物を除く)

-20℃～60℃　　(氷結しないこと)

 5％～95％ Rh　(結露なきこと)

筐　　　体

塗　　　装

重　　　量

使用温度範囲

使用湿度範囲

外観　寸法

16Kg

機　　　器　 ブレーカー内蔵・端子台

表示側中継BOX

ウレタン焼き付け塗装（ﾏﾝｾﾙ値10YR2/1半ツヤ）

80

200

電源線商用電源

IN 信号線

50
0

25

400

52
5

WBG-#30-28
電源+信号線(表示機へ)

WBG-#30-28

(150W/12V)

400W×525H×200D(㎜)

55

40
0

50

BXC金具付属

側面図正面図 側面図正面図

　　電源線　　　

電源+信号線(無線BOXへ)

水位検出装置へ

表示側中継BOX 冠水制御BOX

ﾊﾞﾝﾄﾞ取り付け　　

高リブ
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京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度
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構造図(3)

構　造　図(3)

(突起物を除く)

-20℃～60℃　　(氷結しないこと)

 5％～95％ Rh　(結露なきこと)

品　名

電　　　源

筐　　　体

重　　　量

使用温度範囲

使用湿度範囲

外観　寸法

ワイヤレスターミナル　　単信方式

無電圧接点

250W×400H×160D（㎜）

3.2Kg

ABS樹脂　　　　(t=2.5㎜～3.5㎜）

ホワイトグレー色　（5YR8.5／0.5）

無線信号

色　　　彩

40
0

WBG-#24-22
電源＋信号

250 160

(161)

側面図正面図

入出力信号

無線BOX(送信用)

DC12V±5％

(突起物を除く)

-20℃～60℃　　(氷結しないこと)

 5％～95％ Rh　(結露なきこと)

仕様

電　　　源

筐　　　体

重　　　量

使用温度範囲

使用湿度範囲

外観　寸法

ワイヤレスターミナル　　単信方式

無電圧接点

250W×400H×160D（㎜）

3.2Kg

ABS樹脂　　　　(t=2.5㎜～3.5㎜）

ホワイトグレー色　（5YR8.5／0.5）

無線信号

入力信号

色　　　彩

40
0

WBG-#24-22
電源＋信号

250 160

(161)

側面図正面図

無線BOX(受信用)

DC12V±1％

無線BOX(送信用) 無線BOX(受信用)



図 面 名

京都市中京区西ノ京円町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

N S

道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

1 0 / 1 1

構造図(4)

構　造　図(4)

個数名称NO. 摘　要

 1

 2

 3

93 10
0

10
00

90
0

70
0

【電極棒の注意事項】

ｂ，水位１と水位２の間隔は５０㎜以上保つ。

ａ，点検のために電極回路のメガテストを行う場合は必ず形６１Ｆ本体と接続をはずす。

水位　１

最高水位

5
41

2

3
φ76.3

30

180

10 160

20
10

0

水位　2　通行止

１，センサー上部のネジをとる。

２，電極保持器とステンケースとを、取り外す。

６，逆手順でセンサーを組み立てる。

３，１番の電極棒を微調整で現地にあわせ、切断する。

４，水位１の位置で、２番の電極棒を切断する。（絶縁テープする場合、注意）

５，水位２の位置で、３番の電極棒を切断する。（絶縁テープする場合、注意）

空気抜き穴有り

水位　2

水位　１

(SUS)
水位感知電極

電極保持器

　電極棒をはだかにする。

絶縁する場合

先端１００㎜は、

10
0 50

(1
00

)

(SUS)
保護ケース

(2
0)

(3
0)

※水位高さは参考値(現地合わせ)

センサー部詳細図

16
0

18
0

WBG-#24-22

絶縁テープ巻き

電極棒

据付手順

電極保持器

電極棒

セパレーター  3 P

取り付けネジ

保護ケース

1

3

1

1

1

F03-60

F03-14

F03-12

PS-3S

 4

 5

※ 型式・型番が記載されているものは同等品以上とする。

水位検出装置
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道路情報板設置工事（京都環状線）

縮 尺 図 面 番 号

事業年度 令 和 ８ 年 度

1 1 / 1 1

構造図(5)

構　造　図(5)

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工 S=1/20

ﾌｨﾙﾀｰ層：山砂(洗い・真砂土、75μm通過6%以下) t=50

表    層：透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=60

透水ｼｰﾄ(ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ長繊維不織布)

路    盤：RC-30 t=100

ｸｯｼｮﾝ砂：山砂(洗い・真砂土、75μm通過5%以下) t=30

生コン(18-8-25(20)BB)

基礎砕石(RC-40)

0.31

敷ﾓﾙﾀﾙ

0.15

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
ｍ

基礎砕石

0.026

3(　　) ｍ 3(　　) ｍ 3

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(一般部)

0.31 0.15 0.026

敷ﾓﾙﾀﾙ(1:3BB)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(B種)

(JIS PL-4B)

2
5
0

50 205

180

60
1
00

305

10

50

32
0

150

1
5
0

106
0

1
00

270

170

※ ｵｰｼｬﾝｸﾞﾗﾆｯﾄｽﾙｰ同等品以上とし、透水係数は1.0×10 cm/s以上とする。

※ ﾌﾞﾛｯｸの曲げ強度は、3.0N/mm 以上とする。

ブロックパターンⅠ

ブロックパターンⅡ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ S=1/20

一般部

2
5
0

50 205

180

60
1
00

305

10

50

生コン(18-8-25(20)BB)

基礎砕石(RC-40)

敷ﾓﾙﾀﾙ(1:3BB)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(B種)

(2本落し100/175/250)

段差部

ﾌﾞﾛｯｸ

16.5本

( 本 )

16.5本

材料表(10m当り)

(　　)

生コン(18-8-25(20)BB)

基礎砕石(RC-40)

敷ﾓﾙﾀﾙ(1:3BB)

境界ﾌﾞﾛｯｸ S=1/20

2号ﾌﾞﾛｯｸ(植樹帯ﾌﾞﾛｯｸ)

種　別

※ 長繊維不織布は、60g/m 以上,引張強度100N/5cm以上とする。2

2

(1箇所あたり15㎝換算延長 L=1.3m)

ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ

As舗装

ﾌﾟﾗｲﾏｰ仕上げ

1
.
5

※ 品質の規格は、JIS K 5665 3種1号(ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞの含有量15～18％)とする。

溶融式区画線

1000

45
0

15
0

S=1/20

支柱基礎

支柱基礎寸法等

設置箇所 土被り 高さ H B 幅(横断方向) L 奥行(縦断方向) 偏　心

南向き冠水表示部 0.3 1.0 1.0 1.6 道路側へ0.19

北向き冠水表示部 0.3 1.0 1.0 1.1 0.0

水位検出部 0.0 1.0 0.8 0.8 0.0

単位:m

設置箇所 基礎砕石 RC-40(m2) 小型構造物型枠(m2) ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB(m3)

南向き冠水表示部 5.2 1.60

北向き冠水表示部 4.2 1.10

水位検出部 3.2 0.64

1.87(=1.1*1.7)

1.32(=1.1*1.2)

0.81(=0.9*0.9)

単位数量表(1箇所当り)

※ 各基礎には、表示部・検出部の施工図に示すとおりｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑを埋設施工する。

南側へ0.49

※「偏心」は、基礎の平面重心位置から支柱建込位置までの偏心距離を示す。

表層：再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t=40

流用土

仮舗装 S=1/20

歩道部試掘 S=NS

D
-6
0

20
0

4
0

6
0

D

W

掘削

埋戻

　試掘調査　 　仮復旧　

(表層：再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t=40)(ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ撤去)

▽G.L.

※ D>600は人力掘削とする。
※ 路盤材(RC)・補充材(RC-40)は、路床部埋戻しに優先利用する。

試掘箇所 深さ D W 幅(横断方向) L 奥行(縦断方向)

南向き冠水表示部 1.4m 1.8m

北向き冠水表示部 1.4m 1.3m

水位検出部 1.1m 1.0m

試掘範囲

埋戻(流用土)

路床部

※ ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾟﾗｲﾏｰを選定し、ﾌﾞﾛｯｸ表面の乾燥処理を徹底すること。

※ 目地間隔及び横断勾配は、現況合わせとする。

-4

※ ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝは現場合わせとする。

目地ﾓﾙﾀﾙ

0.004

ｍ 3

0.003

(　　)

0.27 0.10 0.017 16.5本地先境界ﾌﾞﾛｯｸ(2号ﾌﾞﾛｯｸ) 0.002

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(段差部)

1.2m

1.2m

1.0m

仮舗装範囲

4.0m2

3.3m2

2.4m2

※ 基礎設置のために必要な床掘の範囲は、試掘の際にｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞを取外し、仮舗装を行う。

※ 基礎砕石幅は、Co基礎幅＋0.1m、砕石厚は0.1mとする。

(流用土＋補充材)

舗装部


